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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。
新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。
ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。 Vol．228
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［児童扶養手当はどうなる？］
●4月から、児童扶養手当の国庫負担が3／4から1／3になりました。3月末
　に国会で「三位一体改革法案」が通ってしまったからです。私の所属する
　民主党はもちろん反対しました。地方へ財源と権限を移譲して、地方自
　治の裁量を広げ、本当の意味で地方分権が進むなら、国民の声が反映し
　た満足のいく行政ができ、ひいては国民がゆとりと豊かさを実感できる
　社会になるでしょう。ところが、今回の三位一体改革は（そもそも名前か
　らして中身をわからせないようにしています）、地方と国の負担割合を変
　えるという、国の歳出削減にのみ重点が置かれたものでした。
●この改革で、児童扶養手当が対象になったわけですが、財政はどの市区
　町村もひつ迫していますから、地方の負担分が1／4から2／3に増加すると
　大変厳しい。もちろん、財源委譲もあったわけですが、地方行政の自由
　裁量を高めるため、他分野の政策を進めようとすると、児童扶養手当の
　受給者を減らしたいというインセンティブが働くのではないかと心配して
　います。実際、母子家庭の母子が受けていた、船橋市や小田原市などが
　行っていた各市独自の児童手当などがなくなっているのです。また、児童
　扶養手当の現況届を出す時に、窓ロでの審査がこれまで以上に厳しくな
　ることが予想されます。
●そこで、3月30日の厚生労働委員会で、私は川崎二郎厚生労働大臣に質
　問をし、次のように大臣から言質をとりました。「（国の負担が削減された
　からといって、児童扶養手当の）財源についてはきちっと手当をするとい
　う中で合意をしたもの。この政策が落ちて、少なくなっていくということ
　であってはならないと思っています」。　また、現況届で「（米や野菜をも
　らっているか、前夫が家に来ているかなど）プライバシーを踏みにじるよ
　うなことがあってはならない」とも大臣は言っています。面接交渉が子ど
　もにとって大切だとも認識してもらいました。
●そして最も重要なのは、2年後に迫った改正です。5年間の受給後は児童
　扶養手当を5割減額するという改正案が出され、それが一人歩きしてい
　ますが、この法案の質疑で、当時の坂戸厚労大臣は「その減額が1％なの
　か10％なのか20％なのかということは、この5年間で、どれだけ母子家
　庭のお母さんたちがちゃんと就業できて収入もあがり、子どもたちを育
　てられるような環境になるかということを見てからだ」と答弁しています
　し、今回の川崎大臣もそう言っています。
●でも、残念なことに、この間の国の就労支援は功を奏していません。離
　別母子家庭の一人あたり年収は61万円にしか過ぎません。
●これで児童扶養手当を削るなんてできるわけがありません。必死で働い
　ても思うような収入を得られない母子家庭の母のために、国は10割負
　担で抜本的就労支援をすべき時だと説いたのですが、こちらは確実な答
　弁をもらえませんでした。これからも全力でがんばりますので、皆さんも
　気持ちを強く持ってくださいね。　　　　　　　　　　　　（円より子）
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』・墲ｩりにくい’『離婚時の年金分割制度』；
雁2008年4月からほ襲の年金が1／2もらえると思pていたのに一』
「熟年離婚110番」報告
夫の年金半分もらえるんですよね」といった問い合わせが多くなっています。
　「2008年4月からは夫の年金が自動的に半分もらえるようになると誤解している
人が多い」というのが私の実感です。そこで3月16日の参議院・厚生労働委員会で、川崎二郎・厚労大
臣にこの点を指摘＆質問し、制度の内容をきちんと確認すると同時に「社会に誤解があるのは事実。
制度の内容をもう少ししっかりと詰めた上で、きちんとPRしていく」という答弁をいただいたことを
ご報告します。
　でも、政府のやることをただ待っているのではなく、離婚の悩みを抱えている女性たちに少しでも
早く正確な情報を伝えたいという思いが高まり、3月中に、「熟年離婚と年金」というテーマで公開講
座を開きました［写真］。それと同時に、特設の電話相談「熟年離婚110番」を開設。年金だけでなく、
熟年夫婦の抱える悩みや問題についての相談を広く受け付けました。
　ここでは、主に電話相談に寄せられた声の内容と分析結果をご報告して、よくありがちな『離婚時
の年金分割制度』への誤解の実態と、正しく理解するためのポイントをお伝えしますね。（円より子）
＠
　特設の電話相談「熟年離婚110番」は、3月25日
（土）13：00～20：00に4台の電話を開設して行いました。
　そのお報せは、ホームページやこの会報誌だけでな
く、朝日新聞、読売新聞、日経新聞、産経新聞、東京新
聞と5紙に掲載されましたので、実は「4台の電話で対
応が間に合うかしら」と心配していました。というの
は、前回の特設電話相談では10時問で120件のご相談
があり、用意した電話が鳴りっぱなしだったからです。
　ところが今回、相談件数は41件に留まりました。原
因はいくつか考えられますが、ひとつは土曜日の午後
という時問帯だったため、家に家族がいて電話がかけ
にくい状況だったことが想像できます。夕方の買い物
や夕食準備の時間帯には、パタッと電話が鳴り止みま
した。また、新聞への掲載内容の大半が「公開講座」の
お報せに重点を置いた内容で、タイトルにもそれが反
映され、電話相談は記事の中に埋没するか、または触
れられていませんでした。残念です。
　相談時下帯、告知の方法等、次回はこの教訓を生か
して工夫をし、みなさんが電話相談を利用しやすい形
を考えたいと思います。
■相談者は60代がトップ
　全41件のうち、当事者の女性からは36件。このう
ち当日2回忌けてきた方が2温いましたので、女性の
相談者34人です。この方たちについて集計し、分析し
ました。
　相談者はやはり「熟年」世代が主で、60代が14人
置41．2％）とトップ、50代が12人（35．3％）、70代が4人
（11．8％）と、50代以上が31人と91．2％を占めました。
これは想像に過ぎませんが、いまの若い世代（40代くら
いまで？）はインターネットを活用して、似た境遇の仲
間との情報交換やメール相談が比較的しゃすくなって
いるのではないでしょうか。それがやや苦手な50代以
上の世代に、もっと情報が伝わるよう考えたり、相談の
窓ロを用意したり、ということが大切かもしれません。
■半数近くが既に年金を受給
　妻がカロ入している（していた）年金の種類は、3号被
保険のみが19人（55．9％）と過半数を占め、厚生年金
と3号被保険が7人（20．6％）、厚生年金のみが4人
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（11．8％）、国民年金と3号被保険が2人（5．9％）と続き
ます。
　既に年金を受給している人も14人（41．2％）いて、厚
生年金を受給している人は5人（14．7％）、多くが老齢
基礎年金（8人、23．5％）でした。
　受給している年金月額は、不明が6人と多かったの
ですが、わかっている人も、30，000円、45，000円、
60，000円、90，000円、100，000円、一番多い人で12
万円であり、ほとんどが生活費になるとは言えない額
でした。
　夫がカロ漏している（していた）年金の種類は、厚生年
金が26人（76．5％）、共済年金が5人（14．7％）、厚生年
金と国民年金が2人（5．9％）と、妻と比べ安定している
と言えます。
　夫も既に年金を受給している人が15人（44．1％）い
て、厚生年金が13人（38．2％）、共済年金が2人（5．9％）
でした。受給している年金月額は30万円以上が4人
（26，7％）、20万～25万円未満が3人（20．0％）、10万～
15万円未満と15万～20万円未満が2人（13．3％）、25
万～30万円未満が1人（6．7％）と、やはり妻より高額
でした。
■知りたいことは、やはり年金分割制度
　相談内容は、全員が「法律、手続き等について知り
たい」（34人、100．0％）で、「経済的な不安」（28人、
82．4％）を反映して、「財産分与について」が31人
（91．2％）、その中でも「年金分割制度について」が24
人（70．6％）、とやはり多い。「離婚の方法（弁護士、調
停、裁判等）」が15人（44．1％）、「慰謝料」と「住居」、
「健康について」が12人（35．3％）と続き、離婚後の生
◆相談内容（複数回答）
回答 件数
?
経済的な不安 28 82．35
子どもについて 4 11．76
健康について 12 35．29
住居について 12 35．29
離婚後の夫の恋愛・再婚について 0 0．00
離婚後の妻の恋愛・再婚について 0 0．00
夫との関係について 5 14．71
法律、手続きその他について知りたい 34 100．00
1）調停、審判、裁判、公正証書、弁護士等 15 44．12
2）財産分与 31 91」8
年金分割について 24 70．59
3）慰謝料 12 35．29
4）婚姻費用分担 8 23．53
5）親権 0 0．00
6）養育費 2 5．88
7）面接交渉 0 0．00
8）行政について 3 8B2
9）その他法律手続き等 4 11．76
その他 3 8．82
無回答 0 0．00
回答総数 箋97 579．41
活に対しての不安とそれを確保しようとする女性の姿
が伺えます。
■年金分割制度への多い誤解
　年金分割制度について社会保険庁等で調べて知って
いる人は4人（11．8％）だけで、「知識がないので知りた
い」人が8人（23．5％）と2008年4月から自動的に夫の
年金を半分もらえる等「誤解している」人の11人
（32．4％）を合わせると過半数いました。
　相談員の「2008年4月1日以降の第3号被保険者の
期間のみ自動的に1／2」という説明に、「え一つ、半分
もらえるんじゃないの一」という落胆の声。そして
「2007年4月1日からは、夫の合意や調停、審判、裁判
等で取り決めれば、最大1／2まではもらえるようにな
◎公開講座「熟年離婚と年金」の会場風景／3月21日（火・祝日）13：30～16：00◎
轟
?
　　　k懲M去年離婚と　　　　　　　辮職
　　　　　　　3月25日　±．
　　　　　　て　　　丁ξしe：’一nz’
いて
鰹?．
???
　講師にお迎えした袖井孝子・お茶の水女子大学
名誉教授（上江）に「熟年離婚と変わる年金制度に
ついて」、精神科医の吉川武彦・中部学院大学教授
（上農）に「離婚前後の精神的ストレスとそのケアに
ついて」というテーマでお話をいただいた。お話に
続く質問タイムには、参上ロ者から現実に抱えている
問題に即した真剣な問いかけが続いた。
　左の写真は、開会の挨拶をするハンド・イン・ハン
ドの会円より子代表。
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◆妻の年金の種類
　　　　　　　　その他1件（2．9％）　不明1件（2・9％）
国民年金＋3号
2件（5．9％）
◆夫の年金の種類
厚生年金
4割引la．8％）
厚生年金＋3号
7｛牛（20．6％）
　3号19件（55．9％）
国民年金＋厚生年金　不明1件（2・9％）
　2件（5．9％）
共済年金
5件（14．7％）
　厚生年盆
26件（？6ゐ％）
りますよ」の説明に、少しは安心された人、「よく考え
てみます」と再考しようとする人、「夫はうんといわな
いだろうな」と考え込む人と、反応は多様でした。
　また、「年金を既にもらっている身には、2008年は
関係ないんですね」と、がっかりされた人もいました。
■離婚を考える原因は
　「夫の不貞」と「夫の性格」
　離婚を考える原因は、やはり「夫の不貞」が14人
（412％）とトップ。「夫の経済力の無さ、経済観念の違
い」と「夫の借金」が各5人（14．7％）と、経済的な問題も
あります。
　また、「夫の性格」11人（32．4％）が2位で、「価値観、
人生目標が違う」と「夫の暴力」が各7人置20．6％）、「夫
が家庭を顧みない」と「相性が悪い」も各5人（14．7％）
いました。「定年後一緒の時無が増え、性格の不一致を
考え始めた」という人もいて、今回、長年連れ添った夫
との性格の不一致に悩む女性が多いことに驚きました。
■なかなか離婚に踏み出せない熟年女性
　夫婦の状態をみると、「別居中」が13人（38．2％）、「夫
が単身赴任」が3人（8．8％）、「家庭内別居」4人（11．8％）
と、6割近くがあまりうまくいっていません。
　離婚話についても、「妻から」が12件（35，3％）、「夫
から」が10件（29．4％）、「双方」が3件（8．8％）と7割以
上の夫婦の間で離婚話が出ています。
　ところが、「離婚したいが配偶者が同意しない」は
8．8％、「離婚に同意、条件について話し合い中」は
14．7％に過ぎません。「離婚すべきか思い悩んでいる」
が47．1％fただ何となく欝屈した思いを吐き出したい」
が38．2％、「離婚を言い出されて困っている」が26．5％
と高く、経済的な不安や離婚後の住居の問題を抱え、
なかなか離婚に踏み出せないでいます。
■年金分割制度の周知を
　今回、電話をかけてきた女性の76．5％は、生活費を
もらっていました。離婚を思い悩んでいても、今の安
定した生活を失うのは怖い。離婚後の経済や住居を考
えると不安で、離婚に際して財産分与や慰謝料等、離
婚の条件をきちんと取り決め、その履行を確保したい
と思う。特に年金分割について取り決めたくて、情報
がほしくてかけてきた熟年女性たち。そして、誤解し
ていたため落胆した女性たち。
　電話をかけてきた人たちの何千倍、何万倍の女性た
ちが2008年4月からの年金分割を待ちわびているの
ではないででしょうか。厚生労働省と社会保険庁に、
年金分割制度についてのわかりやすい説明とその周知
を望みます。
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◎『離婚時の年金分割制度』の◎
　　　　　　　ポイントはここ
●「2007年4月1日からは、夫の合意や調停、審判、裁判等
　で取り決めれば、最大1／2まではもらえる」。つまり、今ま
　でと同じ。調停などで夫と合意できた場合はもらえるが、
　合意できなければもらえない。
　但し、合意できた場合は、公正証書や調停調書等、正式
　な書面にして社保庁へ請求すると年金の受給権が移るの
　で、夫の死亡や再婚等に関わらず直接妻に支払われます。
●「自動的に1／2に分割されるのは、2008年4月1日以降
　に妻が第3号被保険者（専業主婦）であった期間分のみ」。
　たとえば、2010年4月に離婚したら、2008年4月から
　2010年4月の2年閤の婚姻期間の1／2のみが「自動的」に
　もらえる。2008年4月以前の離婚なら、この部分はなし。
（4）

2006年5月1日　隔月1日発行　第228号　ハンド・イン・ハンド
瓶　　　博服囎《家計簿公開》
、鳥姦轟…輩諏寅詮広周A一一R，擁蛾峨．、㍗。
第158号　東京都　K・Sさん
〔家族構成］　　　　　　　　　　1■
私　55歳（契約社員＆在宅ワーク）
母79歳
癌体質には保健で備えましたが、
三々介護への備えはどのようにすれば…？
矧亀◎何もいらなし＼と潔く離婚
《家計簿内訳・2006年3月分》
　　　　　★収入★
給料（手取り）　　　　　96，000円
その他の収入　　　　1　60，000円
合計 256，000円
　　　　　★支出★
食費A（光熱費など含）　50，000円
食費B（外食費・丁丁費）30，000円
通信費　　　　　　　　15，000円
保険　　　　　　　　　28，000円
資料代（新聞、本など）　7，000円
事務用品代（インク、紙）　5，000円
交際費　　　　　　　　20，000円
交通費（ガソリン代含む）15，000円
医療費　　　　　　　　　5，000円
雑費（酒、煙草、犬goods）20，000円
美容院　　　　　　　　3，000円
貯蓄　　　　　　　　　58，000円
合計 256，000円
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　離婚してもう30年近くになりま
す。結婚は早く、専門学校を卒業し
てすぐの20歳のとき。実母との折り
合いが悪く、早く家を出たい一心で、
高校時代に美術部で一緒に部長・副
部長を務めていたボーイフレンドと
勢いで一緒になったという感じです。
私は3人兄弟で、兄と妹に挟まれた
真中の子ですから、さして反対もな
くゴールインしました。
　夫は地元の酒屋の長男でしたが、
結婚当初は会社勤めをしており、婚
家とはスープの冷めない距離で、夫
婦共稼ぎでのスタートでした。とこ
ろが、これが甘かった。半年後に義
父が倒れ、義母は身体の弱いことも
あって、あれよあれよという間に同
居を余儀なくされ、夫も会社勤めを
辞めて当然のように家業を継ぐこと
になったのです。
　長男の嫁である私が親の看病を
し、家の中のことも商売を手伝うの
もあたりまえなんて、なんで私まで
そう思い込んだのでしょうね。そう
いう時代だったのかも、私が甘ちゃ
んだったのかもしれません。いずれ
は資格もとろうと張り切っていた会
計事務所勤めも辞めて、よき長男の
嫁を演じることになりました。
　婚家には、まだ嫁いでいない夫の
姉も妹もいましたが、家事も親の介
護も私にまかせきり。なまじ私が経
理を少しかじっていたため、店の経
理まで手伝うことになりました。気
が強く、泣き言は嫌いな私の性格も
災いしました。ひたすら義父の世話
をし、家事をこなし、夜中に電卓を
叩く毎日でした。
　それでも、夫がしっかり稼業を努
め、私をフォローしょうとしてくれ
ていたら、少しは違っていたかもし
れません。もともと線が弱く、競っ
たり、言い争ったりすることが大の
苦手。つきあっているときはそれが
紳士的で大人びた態度に感じられた
のですが、すぐに、ただ現実から逃
避しているだけなのだとわかりまし
た。案の定、彼にグチの矛先を向け
がちな私を避けるように家を空ける
ことが多くなり、当然、商売も人ま
かせになって、「Sちゃんがしつかり
しているから僕はいなくても大丈夫」
と言い出す始末。周りからは「あな
たがキツイから、旦那が家に寄りつ
かない」と言われ、腹が立つやら悔
しいやら。では私が、ただ夫に頼っ
て泣き暮らしていたら、事態は好転
したとでも言うのでしょうか。きっ
と商売は傾き、夫家族は路頭に迷っ
ていたに違いありません。
　救いは、病気で臥せっている義父
だけでした。いつも私に感謝してく
れ、「Sちゃんがいなかったら、この家
はつぶれてしまう」と言ってくれまし
た。その義父が3年たって亡くなった
時、これで私の役目は終わった、離婚
してこの家を出よう、と決心したの
です。でも、神様のいたずらってある
んですね。葬儀のドタバタの中で今
度は義母が倒れ、出て行くタイミン
グを逃してしまったのです。
　その後は、もう、意地だけでした。
今になってみれば、自分でもバカだ
ったと思いますが、「石の上にも3年」
と念仏のように心の中で唱えて、な
んの根拠もなく、あと3年だけ我慢し
よう、完壁な嫁をやって姑を看取り、
誰からも後ろ指を差されない状態で
離婚しよう、と固く決心したのです。
義母は私の夫に甘いだけの人でした
が、夫が病床の母の面倒をみるわけ
もなく、あいかわらずフラフラ出歩
いては趣味の絵に逃げていましたか
ら、なさぬ仲の私の手を借りなけれ
ばならないのは不欄でもありま〔
た。そして、1年近くの入院の後、瓶
院で息を引き取りました。
　それから3ヶ月ほどの問に、粛々
と身辺整理をし、実家に戻るつもり
はなかったので小さな部屋を借りて、
職を探しました。幸いにも、婚家の
税理士がふだんの私の仕事ぶりを評
価してくれて、内緒で就職を紹介し
てくれました。こうして、離婚後の
生活のあらかたのめどがついてか
ら、「何もいらないから判を押してく
ださい」と、離婚届を夫に突きつけ
ました。夫は驚き戸惑いながらも、
最後まで一言も争うことなく、黙っ
て涙を流しながら判を押しました。
私は自分の言葉通り、嫁いだときに
持っていた預金通帳だけを持って、
婚家を出て行きました。
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◎時を経て実家に戻った理由
　友人たちは「馬鹿じゃないの。あ
んなに苦労したんだから、少しは何
か貰えばよかったのに」と言いまし
たが、私自身はさっぱりしたもので
した。そんな交渉で、一日でも離婚
成立が遅れるのはイヤでしたから。
母は世間体を重んじる人ですから、
離婚後は実家に戻らず遠く離れたと
ころで一人暮らしをはじめたことに
安堵したようです。まだ20歳代後半
でしたし、子どももいませんでした
から、OL生活に戻ったような気分で、
その後、それなりに安定したバツイ
チ生活を15年ほど送りました。ロー
ンを組んで中古マンションの部屋も
手に入れました。
　そんな私が、実家に戻ることにな
ったのは、私が40歳を過ぎた頃、一
つ年上の兄が癌を患ったのがきっか
けでした。悪性の癌であることを本
人には告げず治療を行っていたた
め、母はだんだん精神的に不安定に
なり、私がフォローせざるをえなく
なったのです。これから年老いてい
く両親との同居を考え、それまでの
私の住居を売り、ローンを精算した
残りのお金で実家の2階を私の住ま
いに改装して移り住みました。
　結局、2回の手術と数年間に渡る
闘病の末、兄はまだ幼い子どもを2
人残して逝きました。そして、その2
年後に、今度は父が肺癌を発病して
約1年後に息を引き取ったのです。
私の家計簿の中で保険料がわりと大
きい数字なのは、その体験からきて
います。それまでにも入院特約のつ
　た終身保険には入っていましたが、
46歳のとき、癌保険を2ロ、追加で
カロ旨しました。妹も乳癌を患った経
験があり、家系的に癌体質らしく、
もしも私が発病したら金銭的に困る
ことは目に見えているからです。
◎母とは基本的には別生活
　そんなわけで、あれほどソリの合
わなかった母と、いまは2人暮らしで
す。小さな軋礫は日々ありますが、1
階と2階に分かれて生活しています
ので、大きな衝突にはいたっていま
せん。私の飼っている室内犬を母は
嫌がるので、犬は1階には降ろさな
いようにしていますし、私の旅行中
ですら面倒を見てくれません。
　ただ、夕食だけはなるべく一緒に
食べようと、月に5万円の食費Aを渡
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して材料を用意してもらい、交代で
作ったりしていますが、母はこの金
額では不満なようです。朝昼の食事
はお互い勝手にやっているため、別
途、食費Bがかかります。私の晩酌
用のビールも、これとは別費用で購
入しています。
　職場は転々としましたが、昔から
機械操作に強く、また経理の経験が
長いことから、いまはある大手企業
の経理セクションに、週2回だけ通う
契約社員です。お給料は少なくても、
社員と同等の福利厚生が受けられる
のが魅力で、時間拘束も少ないです
から、あとの時問はパソコンを使っ
た在宅ワークを請け負っています。
こちらの方は月によって仕事量の変
動が大きく、収入も月に数万円の時
もあれば、数十万円が振り込まれる
ときもあります。
　クライアントは、編集プロダクシ
ョンとパソコンソフトの製作会社で、
仕事の内容はテープ起こし、データ
入力、ソフトのバグ（プログラム上の
誤り）チェックなど。仕事のやり取り
は、ほとんどがFAXかパソコン回線
を通じてのことになるので、通信費
や事務用品代は必要経費です。2、3
年ごとに、仕事用パソコンを新しく
買い換える必要がありますし、家の
修繕費や税金、車の維持費に備え、
収入の多かった月には、なるべく蓄
えにまわすようにしています。
　晩酌用のビールと煙草（ヘビース
モーカーです）、毎月一度のヘアカッ
ト代、そして犬のためにかかる費用、
これくらいが私の贅沢です。服はほ
とんど買わずに、妹のお下がり。肌
が弱いので、化粧品も必要なく、か
わりに皮膚科通いに若干の費用がか
かります。本も、近くの図書館で借
りていますし、映画も映画館へ出か
けるよりは、自宅のCATVで観たほ
うがいいタイプで、遊興費や小遣い
は、まず必要ありません。
◎まだ介護は必要ないけれど…
　今後の課題は、やはり母のこと。
母には遺族年金と、アパート収入が
あり、経済的には楽で、叔母や友人
たちと買い物や旅行、習い事を楽し
んでいます。ただ最近は、その友人
たちがみな年老いて体が弱り、あま
り一緒に外出できなくなって、スト
レスがたまっているようです。自分
では体が弱いと言いながら、私から
見ればいたって元気。お嬢さま育ち
　　　　　　　　　　4亀
　　　　　　　　　　　勢
のプライドが邪魔するのか、下町気
質のご近所さんとはあまり馴染みが
なく、外出する機会が減ったため、
気持ちのぶつけどころが私に向い
て、まいっています。
　近くの公共施設などでの高齢者の
集いを勧めても、「あんな年よりくさ
い集まりはイヤ」とそっぽを向き、か
といって一人遊びもできません。私
の一挙一動を、子どものときのよう
にいちいちチェックするので、つい
声を荒げてしまい、そんな自分に自
己嫌悪を感じる日々です。このまま
老々介護に突入していった場合を考
えると憂轡。ボケでもしない限り、
絶対に自宅で私が面倒を看る以外は
認めない気がするからです。
　自分自身が一人になったときの老
後に関しては、あまり心配していま
せん。体が動く問は一人で暮らし、
いよいよ人様の手を借りなければ生
活できないようになったら家とアパ
ートを売り、その費用で医療付きの
ケアハウスに入るつもりです。
　こうやってみると、なんだかギス
ギスした毎日のようですが、家の中
でデスクワークしていると身体がな
まり、気持ちも腐るので、毎日ゆっ
くり時間をかけて犬と散歩を心がけ
ています。デジカメ持参で写真を撮
り、それを加工して友人にメールで
送ったり、写真を貼り付けた便箋や
はがきを作ったり。編物も昔から大
好きで、その作品と自作のポストカ
ードを、近所や友人のお店で売って
もらったりもしているんですよ。母
も、一緒に散歩してくれるといいん
ですが、まだ一度も連れ出すことに
成功していません。
★人生80年時代に、老々介護は避けら
れない現実になってきていますね。身体
がきかなくなったときのために自宅をバ
リアフリーに改装する、ご近所や友人の
助っ人ネットワークを作る、医療機関や
介護人の目安をつけておく、などの実務
的なことは、Sさんはお得意そう。長く
確執のあったお母様と気持ちを寄り添わ
せるのは難しいかもしれませんが、お母
様の習い事を一緒に体験してみる、熱中
なさっている姿を写真に撮っ
てさし上げるといったような　燃　　y．
ところがら始めてみてはいか　一一・
がでしょうか。　　（円より子）　：
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